
国
会
事
項

皇
室
事
項

官
庁
報
告

令和年月日 金曜日 第号官 報
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
基

づ
き
施
行
す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

と
失
わ
れ
る
利
益
と
を
比
較
衡
量
す
る
と
、
得
ら
れ

る
公
共
の
利
益
は
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認

め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画

は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る

も
の
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
20条
第
３
号
の
要

件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４
法
第
20条
第
４
号
の
要
件
へ
の
適
合
性


事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

３

で
述
べ
た
よ
う
に
、
福
岡
県
の
園
芸
農
業

で
は
人
手
不
足
や
生
産
基
盤
の
脆
弱
性
が
懸
念
さ

れ
、
ま
た
、
環
境
負
荷
低
減
に
関
す
る
実
施
計
画

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
早
期
に
新
技
術
を
開
発
し

現
場
実
装
を
行
う
こ
と
で
そ
の
効
果
を
発
揮
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
早
期
に

施
行
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。


起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合

理
性本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事

業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
全
て
本
件
事
業
の
用

に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
、
そ

れ
以
外
の
範
囲
は
使
用
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

収
用
又
は
使
用
の
範
囲
の
別
に
つ
い
て
も
合
理
的

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
し
、

又
は
使
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
た
め
、
法
第
20条
第
４
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と

判
断
さ
れ
る
。

５
結
論
以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
20条
各
号

の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

第
５
法
第
26条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦

覧
場
所
福
岡
県
筑
後
市
役
所

〇
北
海
道
開
発
局
告
示
第
七
号

石
狩
川
水
系
に
係
る
指
定
区
間
外
の
一
級
河
川
に
つ
い

て
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
付
け
で
告
示
さ
れ
た
建
設

省
告
示
第
八
百
二
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

関
係
図
面
の
う
ち
、
第
八
十
三
号
図
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
札
幌
開

発
建
設
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
二
月
二
十
日

北
海
道
開
発
局
長

遠
藤

達
哉

（
図
面
省
略
）

衆

議

院

議
長
、
副
議
長
当
選

二
月
十
八
日
議
長
及
び
副
議
長
選
挙
の
結
果
、
次
の
と

お
り
当
選
し
た
。

議
長

森

英
介

副
議
長

石
井

啓
一

常
任
委
員
長
選
任

二
月
十
八
日
議
院
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
常
任
委
員

長
を
選
任
し
た
。

議
院
運
営
委
員
長

山
口

俊
一

会
期
議
決
通
知
及
び
通
知
書
受
領

二
月
十
八
日
本
院
は
第
二
百
二
十
一
回
国
会
の
会
期
を

百
五
十
日
間
と
議
決
し
、
そ
の
旨
参
議
院
及
び
内
閣
に
通

知
し
た
。

又
同
日
関
口
参
議
院
議
長
か
ら
森
議
長
宛
、
参
議
院
は

第
二
百
二
十
一
回
国
会
の
会
期
を
百
五
十
日
間
と
議
決
し

た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

内
閣
総
理
大
臣
指
名
奏
上
及
び
通
知

二
月
十
八
日
国
会
は
衆
議
院
議
員
高
市
早
苗
を
内
閣
総

理
大
臣
に
指
名
し
た
こ
と
を
奏
上
し
、
そ
の
旨
参
議
院
に

通
知
し
た
。

内
閣
総
理
大
臣
指
名
通
知
及
び
通
知
書
受
領

二
月
十
八
日
本
院
は
衆
議
院
議
員
高
市
早
苗
を
内
閣
総

理
大
臣
に
指
名
し
、
そ
の
旨
参
議
院
に
通
知
し
た
。

又
同
日
関
口
参
議
院
議
長
か
ら
森
議
長
宛
、
参
議
院
は

衆
議
院
議
員
高
市
早
苗
を
内
閣
総
理
大
臣
に
指
名
し
た
旨

の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

内
閣
総
理
大
臣
任
命
式
に
列
席

二
月
十
八
日
森
議
長
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
任
命
式
に

列
席
し
た
。

通
知
書
受
領

二
月
十
八
日
、
高
市
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
築
山
事
務
総

長
宛
、
次
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

内
閣
閣
第
二
〇
号

令
和
八
年
二
月
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

衆
議
院
事
務
総
長

築
山

信
彦
殿

内
閣
は
、
日
本
国
憲
法
第
七
十
条
に
よ
り
、
本
日
総
辞

職
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
か
ら
、
国
会
法
第
六

十
四
条
に
よ
っ
て
、
こ
の
旨
通
知
い
た
し
ま
す
。

判
決
正
本
受
領

二
月
十
八
日
、
最
高
裁
判
所
長
官
今
崎
幸
彦
か
ら
、
最

高
裁
判
所
裁
判
事
務
処
理
規
則
第
十
四
条
後
段
に
よ
り
、

地
位
確
認
等
請
求
事
件
（
令
和
五
年
（
オ
）第
三
六
〇
号
、

同
年
（
受
）
第
四
四
五
号
）
に
つ
い
て
の
判
決
正
本
を
受

領
し
た
。

辞
令

（
秘
書
課
付
）
衆
議
院
参
事

深
尾

健
太

議
長
秘
書
を
命
ず
る

（
秘
書
課
）
同

千
葉

直
樹

副
議
長
秘
書
を
命
ず
る
（
以
上
二
月
十
八
日
）

参

議

院

特
別
委
員
長
選
任

二
月
十
八
日
次
の
と
お
り
特
別
委
員
長
を
選
任
し
た
。

災
害
対
策
及
び
東
日
本
大
震
災
復

興
特
別
委
員
長

下
野

六
太

沖
縄
・
北
方
問
題
及
び
地
方
に
関

す
る
特
別
委
員
長

横
沢

高
徳

政
治
改
革
に
関
す
る
特
別
委
員
長

櫻
井

充

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
等
に
関

す
る
特
別
委
員
長

福
岡

資
麿

政
府
開
発
援
助
及
び
国
際
協
力
・

人
道
支
援
等
に
関
す
る
特
別
委
員

長

古
川

俊
治

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
及
び
人
工

知
能
の
活
用
等
に
関
す
る
特
別
委

員
長

松
下

新
平

消
費
者
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員

長

松
沢

成
文

こ
ど
も
・
子
育
て
・
若
者
活
躍
に

関
す
る
特
別
委
員
長

舟
山

康
江

会
期
の
議
決
及
び
通
知

二
月
十
八
日
本
院
は
、
第
二
百
二
十
一
回
国
会
の
会
期

を
百
五
十
日
間
と
議
決
し
、
そ
の
旨
衆
議
院
及
び
内
閣
に

通
知
し
た
。

通
知
書
受
領

二
月
十
八
日
衆
議
院
か
ら
、
同
院
は
第
二
百
二
十
一
回

国
会
の
会
期
を
百
五
十
日
間
と
議
決
し
た
旨
の
通
知
書
を

受
領
し
た
。

ま
た
、
同
日
衆
議
院
か
ら
、
同
院
は
衆
議
院
議
員
高
市

早
苗
を
内
閣
総
理
大
臣
に
指
名
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領

し
た
。

ま
た
、
同
日
衆
議
院
か
ら
、
同
院
は
議
長
に
森
英
介
、

副
議
長
に
石
井
啓
一
を
選
挙
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し

た
。ま

た
、
同
日
衆
議
院
議
長
か
ら
、
国
会
は
衆
議
院
議
員

高
市
早
苗
を
内
閣
総
理
大
臣
に
指
名
し
た
こ
と
を
奏
上
し

た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
及
び
通
知

二
月
十
八
日
本
院
は
衆
議
院
議
員
高
市
早
苗
を
内
閣
総

理
大
臣
に
指
名
し
、
そ
の
旨
衆
議
院
に
通
知
し
た
。

判
決
正
本
受
領

二
月
十
八
日
最
高
裁
判
所
長
官
か
ら
、
最
高
裁
判
所
裁

判
事
務
処
理
規
則
第
十
四
条
後
段
の
規
定
に
よ
り
、
令
和

五
年
（
オ
）
第
三
六
〇
号
、
同
年
（
受
）
第
四
四
五
号
地

位
確
認
等
請
求
事
件
に
つ
い
て
の
判
決
正
本
を
受
領
し

た
。

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
大
統
領
ナ
ス
リ
・
フ
ア

ン
・
ア
ス
フ
ラ
・
サ
ブ
ラ
閣
下
の
大
統
領
就
任
に
つ
き
、

二
月
十
七
日
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

官
庁
事
項

北
海
道
開
発
局
公
示

河
川
区
域
の
変
更
に
よ
り
廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
の

で
、
河
川
法
施
行
令
（
昭
和
40年
政
令
第
14号
）
第
49条

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
北
海
道
開
発
局
及
び
同
局
札
幌
開

発
建
設
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
８
年
２
月
20
日北海
道
開
発
局
長
遠
藤
達
哉

１
河
川
の
名
称
石
狩
川
水
系
豊
平
川

２
廃
川
敷
地
等
が
生
じ
た
年
月
日
令
和
８
年
２
月
20

日
３
廃
川
敷
地
等
の
位
置
北
海
道
札
幌
市
白
石
区
菊
水

２
条
１
丁
目
６
番
32か
ら
同
市
白
石
区
菊
水
２
条
１
丁

目
６
番
34ま
で
（
右
岸
）

４
廃
川
敷
地
等
の
種
類
及
び
数
量

土
地

14824平
方
メ
ー
ト
ル


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